
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庄本けんじ 
日本共産党市会議員 

活動ニュース 

２０１７年０９月１４日 

議員控え室 0798-35-3368 携帯 090-6665-9401 

９月議会（９月１日～１０月５日） 

 ９月議会が１日から始まっています。この議会では、上下水道や病院などの会計関係議事８件、補正予算

や条例改定、工事契約などの議事２４件を審議します。くわえて、２０１６年度（Ｈ２８年度）の決算を審

査します。 

 

長寿を支え子育て応援の西宮を 

入学準備金～入学前の３月支給へ改善 

 西宮市では、２０１６年度から３年間で、保育所の定員を１５００人増や

すことを決め、対策を進めています。松園町の官舎跡地、高須東小学校跡

地、キッズパークの西隣の空き地などに保育所の建設を予定しています。そ
 

この議会に、日本共産党西宮市会議員団は、核兵器禁止条約が国連

で採択されたことを受け、日本政府が条約に調印することを安倍内閣

に求める意見書案を提出、また、北朝鮮のミサイル発射と核実験に対

して市議会として抗議する決議案を提出しています。 

 経済的困難を抱える児童や生徒の保護者にたいして、入学準備金等を支給

する就学援助制度があります。しかし、入学後の７月に支給されるため、入

学時に必要な制服や体操着など、さまざまな学用品を揃えることができず、

子どもたちの心を深く傷つけていました。日本共産党は、国会でも市議会で

も、入学準備金の支給は「必要な時期に必要な額を」と、繰り返しこの問題

の改善を求めてきました。国が改善へと動き出し、西宮市では、来春の入学

時から、小学生も、中学生も、ともに入学前に支給されることとなり、年度

内に支給することから、補正予算を組んで対応することになりました。対象

となる人数は、新小学生が５０６人、新中学生が５９３人。予算額は、新小

中学生あわせて約２６３０万円です。 

保育所の増設は安心安全を第一に 

のための補正予算や条例改定の議案が出ています。全国各地では、国が保育基準を大幅に緩和したため、一

部で、安全と安心が保障できない事態が起きています。このたび西宮市が計画している保育所整備のなか

に、「送迎保育ステーション」というのがあります。駅ビルの一室に設けた保育所にパパやママが子どもを送

り届け、子どもはそこで過ごすのではなく、人数が集まれば、子どもたちは送迎バスに乗って別の保育所に

行くという保育施設です。対象年齢は３歳以上。子どもに重い負担をかけ、子どもが熱を出した時パパやマ

マはどこへ迎えに行けばよいのか、という解決困難な問題があります。導入には慎重であるべきだと思いま

す。保育所の増設は、やはり安心安全第一であるべきです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎無秩序な開発の規制強化で自然と住環境まもること 

◎住民参加の「まちづくり基本条例」策定を 

◎保育所、貧困対策、虐待根絶、「こども条例」の制定を 

◎大気汚染広げる神戸製鉄所石炭火力発電所計画ストップ 

◎バス路線の増設を 

（ニテコ池周辺からＪＲ西宮駅、苦園地域や北夙川地域から阪急夙川駅など） 

◎北部地域にコミュニティーバスを 

◎高塚古墳の現状保存を 

◎アスベスト対策は「飛散ゼロ」をめざし、万全を期すこと 

 ９月議会では、２０１６年度の決算について審査を行います。決算の概要が市民向けにも発表され、

市のホームページに掲載されています。自治体にはいろいろな基金があります。西宮は、単年度決算が

 日本共産党西宮市会議員団は、９月議会において、核兵器禁止条約が国連で採択されたことを踏まえ、政

府にたいして、政府が核兵器禁止条約に調印することを求める意見書案を提出しました。 

 また、北朝鮮が８月２９日に中距離弾道ミサイルを発射したこと、９月３日に昨年９月につづく６回目の

核実験を行ったことにたいして、厳しく抗議する決議案を提出しました。決議案では、北朝鮮のこれ以上の

軍事的な挑発を中止することを求めるとともに、政府が、国際社会および関係国に対して、経済制裁の厳格

な実施・強化と一体に、対話による解決の道を粘り強く追求することを、強く要請しています。 

余った税金ためこんで基金残高３４４億円 
２０１６年（平成２８年）度の決算 

日本共産党市議団が意見書案と決議案を提出 

黒字。２０１６年度の黒字額は２４億６千万円です。

そのため、西宮の基金は年々増えています。決算残高

は総計３４４億円にもなり、そのうちの自由に使える

基金残高は２５６億円です。ため込みすぎです。住民

の切実な願いは渦巻いています。市民から集めた税金

は、住民福祉向上のために使うべきです。 

 

４６６項目の願い申し入れ 

 

来年度予算要望市長に 

 

核兵器禁止条約に政府は調印を！ 

 

市民から集めた税金は市民のために！ 

「申し入れ書」を提出、あしさつ、庄本けんじ議員 

北朝鮮のミサイル・核実験に厳しく抗議！ 

 


